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Ｃｈａｐ.1
システム開発の前提

・個別の開発企画以前に最低限、何が必要か？

⇒中長期シナリオ、リソース（人、物、金）の用意

4

中期計画策定の手順
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事業の中計｛ＢＳＣ戦略マップ｝

ｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌﾟ゚゚゚ﾗﾝﾗﾝﾗﾝﾗﾝ

ｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌﾟ゚゚゚ﾗﾝﾗﾝﾗﾝﾗﾝ

ｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌﾟ゚゚゚ﾗﾝﾗﾝﾗﾝﾗﾝ

ｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌﾟ゚゚゚ﾗﾝﾗﾝﾗﾝﾗﾝ

ｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌﾟ゚゚゚ﾗﾝﾗﾝﾗﾝﾗﾝ

ｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌﾟ゚゚゚ﾗﾝﾗﾝﾗﾝﾗﾝ

ｽｺｱｶｰﾄｽｺｱｶｰﾄｽｺｱｶｰﾄｽｺｱｶｰﾄﾞ゙゙゙

ﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｮﾝｮﾝｮﾝｮﾝへへへへ ﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｮﾝｮﾝｮﾝｮﾝへへへへ

ｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌｱｸｼｮﾝﾌﾟ゚゚゚ﾗﾝﾗﾝﾗﾝﾗﾝ

ＢＢＢＢ３③３③３③３③ ＸＸＸＸＸＸＸＸｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑのののの開発開発開発開発

ＢＢＢＢ３③３③３③３③ ＸＸＸＸＸＸＸＸｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑのののの開発開発開発開発

6

システム開発・中長期シナリオ作り
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イベントＢ▲
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Ｃｈａｐ.2
システム開発工程

開発手法のコンセプトはどこに？

⇒常に次のフェーズの先取りを！
⇒最初からﾄｯﾌﾟｷﾞｱに入れ最後まで同じ速度で！
⇒ﾌｪｰｽﾞ毎のﾚﾋﾞｭｰを節目にリズミカルに！

8

システム開発のロードマップ

準備準備準備準備
フェーズフェーズフェーズフェーズ

方向付方向付方向付方向付けけけけ
フェーズフェーズフェーズフェーズ

推敲推敲推敲推敲
フェーズフェーズフェーズフェーズ

作成作成作成作成
フェーズフェーズフェーズフェーズ

移行移行移行移行
フェーズフェーズフェーズフェーズ

作成作成作成作成
フェーズフェーズフェーズフェーズ

移行移行移行移行
フェーズフェーズフェーズフェーズ

企画企画企画企画（（（（１１１１～～～～１１１１．．．．５５５５Ｍ）Ｍ）Ｍ）Ｍ） 開発開発開発開発（（（（４４４４～～～～１２１２１２１２Ｍ）Ｍ）Ｍ）Ｍ）

２２２２ｎｄｎｄｎｄｎｄ ＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰＳＴＥＰベンダーベンダーベンダーベンダー参画参画参画参画

運用運用運用運用・・・・保守保守保守保守
フェーズフェーズフェーズフェーズ
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ー
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ー
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率
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エンドユーザエンドユーザエンドユーザエンドユーザ

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム

ＩＴＩＴＩＴＩＴベンダーベンダーベンダーベンダー

3コンサルコンサルコンサルコンサル

8

上流工程上流工程上流工程上流工程（（（（準備準備準備準備～～～～推敲推敲推敲推敲フェーズフェーズフェーズフェーズ迄迄迄迄））））

工数再見積工数再見積工数再見積工数再見積りりりり

レビューレビューレビューレビュー →→→→

ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｼﾛｼﾛｼﾛｼﾞ゙゙゙ｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄ開始開始開始開始
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社内情報システム部門の役割
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化
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改善企画改善企画改善企画改善企画

アプリアプリアプリアプリ開発開発開発開発

ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ化企画化企画化企画化企画

システムシステムシステムシステム設計設計設計設計

システムシステムシステムシステム開発開発開発開発

アプリアプリアプリアプリ保守保守保守保守 運用運用運用運用

システムシステムシステムシステム改善改善改善改善

計画計画計画計画・・・・設計設計設計設計

通常運転通常運転通常運転通常運転

ﾄﾗﾌﾄﾗﾌﾄﾗﾌﾄﾗﾌﾞ゙゙゙ﾙﾙﾙﾙ対応対応対応対応

システムシステムシステムシステム

改修改善改修改善改修改善改修改善
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インフラインフラインフラインフラ

施工施工施工施工

保守保守保守保守

企画企画企画企画・・・・設計設計設計設計

潜在潜在潜在潜在ニーズニーズニーズニーズ トラブルトラブルトラブルトラブル通知通知通知通知

ﾍﾙﾌﾍﾙﾌﾍﾙﾌﾍﾙﾌﾟ゚゚゚ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｽｸｽｸｽｸｽｸ

改善企画改善企画改善企画改善企画

企画企画企画企画・・・・設計設計設計設計がががが中心中心中心中心 手段手段手段手段ははははモデリングモデリングモデリングモデリング

10

①システム化の企画【準備フェーズ】

システム化の企画って、何をすればいいの？
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準備フェーズの手順

12

｛システム概念図｝

� ＳＣＰ（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）システムの例

1ｓｔｓｔｓｔｓｔｽﾃｯﾌｽﾃｯﾌｽﾃｯﾌｽﾃｯﾌﾟ゚゚゚⇒⇒⇒⇒

←２２２２ｎｄｎｄｎｄｎｄｽﾃｯﾌｽﾃｯﾌｽﾃｯﾌｽﾃｯﾌﾟ゚゚゚

�１１１１枚枚枚枚ののののマンガマンガマンガマンガ絵絵絵絵でででで簡易簡易簡易簡易にににに表表表表すすすす

�システムシステムシステムシステムをををを中央中央中央中央にににに描描描描くくくく

�人間人間人間人間をををを役割別役割別役割別役割別にににに配置配置配置配置するするするする

�情報情報情報情報のののの流流流流れにれにれにれに情報名情報名情報名情報名をををを付記付記付記付記するするするする

�情報情報情報情報とととと物物物物のののの流流流流れをれをれをれを区別区別区別区別するするするする

�ＡＳＩＳＡＳＩＳＡＳＩＳＡＳＩＳではなくではなくではなくではなくＴＯＢＥＴＯＢＥＴＯＢＥＴＯＢＥをををを描描描描くくくく

�開発範囲開発範囲開発範囲開発範囲（（（（今回今回今回今回、、、、次回次回次回次回））））のののの明示明示明示明示

�細部細部細部細部にとらわれないにとらわれないにとらわれないにとらわれない
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概要業務フロー｛ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図｝

� SCP（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）システムの例

�１１１１枚枚枚枚ののののシートシートシートシートにににに概要概要概要概要をををを描描描描くくくく

�主要主要主要主要ｱｸﾃｨﾋｱｸﾃｨﾋｱｸﾃｨﾋｱｸﾃｨﾋﾞ゙゙゙ﾃｨﾃｨﾃｨﾃｨ、、、、ｵﾌｵﾌｵﾌｵﾌﾞ゙゙゙ｼｼｼｼﾞ゙゙゙ｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄにににに限定限定限定限定

�登場人物登場人物登場人物登場人物をををを役割別役割別役割別役割別にににに大別大別大別大別するするするする

�ＡＳＩＳＡＳＩＳＡＳＩＳＡＳＩＳではなくではなくではなくではなくＴＯＢＥＴＯＢＥＴＯＢＥＴＯＢＥをををを描描描描くくくく

�細部細部細部細部にとらわれないにとらわれないにとらわれないにとらわれない

14

プロジェクト計画書のポイント
• 目的

– 業務効率化、情報支援、ﾌﾟﾛｾｽ可視化、ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ強化などを明確化
– 単一より複数目的の組み合わせが効果大

• 対象範囲
– ｱｲﾃﾑ（物）、ﾌﾟﾛｾｽ（機能）、組織の３つの軸で対象範囲を明確化

• 新システムの前提
– 業務のＢＰＲや組織改革を伴うこと（ない場合は単純コンバージョン）
– 新たなＩＴを取り入れたものである ⇒ ＩＴの加速度的進化に追従

• 投資対効果
– 定量（時間もコスト）・定性的効果の算定と、投資回収期間を明示

• スケジュール
– 最大1年以内で１リリース単位とする ⇒ ビジネスの速度を考慮
– 1年を超えるものは２ｎｄステップとして開発

• プロジェクト体制
– ユーザ部門からﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵｰﾅｰ、ﾕｰｻﾞ部門代表者の選任
– システム部門からﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ、分析ﾓﾃﾞﾗｰの選任
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成果物と必要なスキル

• システムシステムシステムシステム・・・・ラフスケッチラフスケッチラフスケッチラフスケッチ
– 細部ではなく業務全体の流れを捉えた業務知識

– ＡＳＩＳではなくＴＯＢＥモデルを描く創造力

– 新たなＩＴ要素を取り入れる為の新技術知識

– 新システムのイメージを語れるプレゼン能力

• プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト計画書計画書計画書計画書
– 経営の方向性とマッチするかの経営感覚

– ＢＰＲ度合いとシステム化効果のバランス感覚

– 投資対効果の妥当性判断ができるコスト感覚

– 工期の妥当性を判断できるビジネス速度感覚

– バランスのとれたメンバーを集める組織構築力

16

②システム構想立案【方向付けフェーズ】

ＲＦＰでどのように開発構想を伝えるの？
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方向付けフェーズの手順
情報システム部

ＳＩベンダー

各種エンドユーザ代表 プロジェクトコアメンバー

準備フェーズ資料のレビュー

業務アクティビティ図の作成

業務課題一覧表

開発構想書の作成

システム概念図
ＴＯＢＥモデル

業務課題解決方向の検討

業務フロー
ＴＯＢＥ

RFP（提案依頼書）
の作成

プロジェクト計画書

業務ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図
ＴＯＢＥ

開発構想書

ユースケース図
基本フロー

課題解決方向
一覧表

未解決課題リスト

業務ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図
のレビュー

課題解決方向
のレビュー

添付資料
システム概念図、業務ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図、
業務概要まとめ、開発構想書、

未解決課題リスト

業務概要
まとめ

プロジェクトのＫｉｃｋＯｆｆ

ＲＦＰ本文

提案書、見積書の作成
提案書
見積書

ベンダー（製品）
査定書

査定書作成

発注

注文書

推敲ﾌｪｰｽﾞｽｹｼﾞｭｰﾙ策定

ユースケース図
基本フロー

概要分析ドキュメント
のレビュー

開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ作成

開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ

ユースケースの作成

開発環境準備
推敲ﾌｪｰｽﾞ
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

18

｛開発構想書｝作成のポイント
１．システム化の範囲

– 開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ、優先順を考慮し、ｱｲﾃﾑ・ﾌﾟﾛｾｽ・組織の３つの軸で
第１期開発範囲、第２期以降開発範囲を具体的に記述。

２．ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの位置づけ
– プロジェクト発足に至った社内外の環境要因や業務要件を、経営
的視点から記述。また、現状業務の根本的問題とその影響及び、
システム化による解決方向、有効性について記述。

３．利害関係者とユーザ
– 利害関係者＞ユーザの観点からシステムに直接的、間接的に関
係する登場人物についてその役割毎に抽象的に記述。

４．システムの概要
– 周辺ｼｽﾃﾑも含めた当ｼｽﾃﾑの位置付け及び、ｼｽﾃﾑ構成を図式
化。文書記述は新ｼｽﾃﾑの各機能詳細と、非機能要件等の前提
事項及び、予算。

５．システムの実現手段（※）
– スクラッチ開発ｏｒパッケージ適用等の実現手段を社内標準に即し
て記載。 ※標準のＲＵＰ開発構想書にはない
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ユースケース図への展開
� 開発構想書のﾕｰｻﾞ、機能をもとに、“アクター”、“ユースケース”を描写

� あくまでﾕｰｻﾞ視点での“使い方例”（外部設計）に心掛ける

☆ ＳＣＰ（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ）ｼｽﾃﾑのユースケース図 例

20

ユースケース基本フローの記述 例

【ＵＣ０４】販売計画数量を修正する

〔概要〕コンピュータが算出した拠点・品目別の需要予測数量（当月～６ヶ月分）
を、マーケット情報を加味して修正登録を行い販売計画数量を確定する。

アクター；販売計画担当者

■イベントフロー

・基本フロー
このユースケースは、販売計画担当者により「販売計画修正画面」に接続
することで開始されます。
①対象拠点、対象品目を指定し、該当するコンピュータ需要予測、過
去２年分の販売実績を、折れ線グラフとともに画面に表示する。
②ＫＰＩ（計画数量－実績差異）、マーケット情報を考慮したうえで、品目
別拠点別販売計画数量をＷＥＢ画面から修正する。
③一括修正したい場合は、画面よりＰＣへデータを一括ダウンロードし、ＰＣ
ソフトで販売計画数量を修正した後、アップロード＆修正登録する。

・・・･････・・・・・・・・・・・・・・・・
※赤字はパッケージ標準へのアドオン
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ＲＦＰ提示資料と、提案依頼内容 例
• ＲＦＰ提示資料
〔本文〕

– 1.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要 2.目的／効果サマリ 3.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ体制図 4.ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｽｹ
ｼﾞｭｰﾙ 5.業務概要 6.ｼｽﾃﾑ機能要件サマリ 7.前提となるインフラ 等

〔添付資料〕

– ①システム概念図 ②業務ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図 ③開発構想書 ④未解決課題
リスト ⑤開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ 等

• ＲＦＰ提案依頼内容
– システム概要 （ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ概要、ﾕｰｽｹｰｽﾓﾃﾞﾙ（基本ﾌﾛｰ迄））

– システム開発 （ｼｽﾃﾑの実現手段（ｽｸﾗｯﾁ or ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）、ﾊﾟｯｹｰｼﾞの場
合；標準のｸﾗｽ図、（ＥＲ図）など）

– システム開発工数（ﾌｪｰｽﾞ別開発工数（ＳＥ、ＰＧ）

– ﾊｰﾄﾞｳｴｱ／ﾐﾄﾞﾙｳｴｱ （ﾊｰﾄﾞｳｴｱ、基本ｿﾌﾄｳｴｱ、ﾐﾄﾞﾙｳｴｱ）

– ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理 （ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ体制、開発ﾌﾟﾛｾｽ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ﾘｽｸ管理手法）

– システム運用・保守体制

22

成果物と必要なスキル

• 開発構想書開発構想書開発構想書開発構想書＆＆＆＆ユースケースユースケースユースケースユースケース（（（（基本基本基本基本フローフローフローフロー））））
– 個別業務課題⇒根本的課題⇒解決方向性のＫＪ法的ボトムアッ
プと、ユースケース⇒実現機能⇒解決可能課題のトップダウン
手法の両面からチェックする課題解決整理法

– 「アクター・ユースケースの抽象化度合いの高低」と、「システム
化対象範囲の広さ」との関係の理解（高→広、低→狭）

– システムの実現手段を考えるためのソフト／ハード製品知識

• アクティビティアクティビティアクティビティアクティビティ図図図図
– アクティビティ図の基本的な描き方の知識

– 「フローのシンプル度合いの高低」と、「ＢＰＲ度合いの強弱」の関
係の理解（高→強、低→弱）

• 提案依頼書提案依頼書提案依頼書提案依頼書（ＲＦＰ）（ＲＦＰ）（ＲＦＰ）（ＲＦＰ）
– ＳＩベンダーの良い提案を引き出すべく、ＨＯＷ（実現手段）では
なくＷＨＡＴ（何がしたいか）を記述できるスキル



12

23

③システムの骨格作り【推敲フェーズ】

骨格作りのステップと、その決め手は？

24

推敲フェーズの手順＜ＰＫＧ適用＞
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ＰＫＧﾓﾃﾞﾙ⇔自社ﾓﾃﾞﾙの変換 例
� 下記①②を、マスタ連携Ｉ／Ｆプロセスとして構築

1

1..*

0..*

0..1

①①①①再帰型再帰型再帰型再帰型へへへへ

②②②②さらにさらにさらにさらに汎化汎化汎化汎化

自社自社自社自社モデルモデルモデルモデル ＰＫＧＰＫＧＰＫＧＰＫＧモデルモデルモデルモデル

部門部門部門部門マスタマスタマスタマスタ

部門名称

部署部署部署部署マスタマスタマスタマスタ

部署名称

自組織自組織自組織自組織マスタマスタマスタマスタ

組織名称
組織区分

取引先取引先取引先取引先マスタマスタマスタマスタ

取引先名称
電話番号
住所

組織組織組織組織マスタマスタマスタマスタ

自・他社区分
組織区分
組織名称
上位組織
電話番号
住所

ＰＫＧＰＫＧＰＫＧＰＫＧｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝのののの場合場合場合場合はははは可可可可
能能能能なななな限限限限りりりりＰＫＧＰＫＧＰＫＧＰＫＧﾓﾃﾓﾃﾓﾃﾓﾃﾞ゙゙゙ﾙﾙﾙﾙにににに変換変換変換変換しししし、、、、
ＰＫＧＰＫＧＰＫＧＰＫＧﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｾｽﾛｾｽﾛｾｽﾛｾｽをををを完全利用完全利用完全利用完全利用するするするする

26

推敲フェーズの手順＜スクラッチ＞

マイルストン到達？
Ｎ

Ｙ

プロジェクトメンバー

ＳＩベンダー
ユーザ代表メンバー

情報システム代表メンバー

ユースケース定義を深化

ユースケース
定義書

シーケンス図

クラス図の作成
（概念モデル）

シーケンス図の作成

振る舞い
の記述

分析モデルを
ベンダー提供

分析モデル

クラス図
＜概念モデル＞

設計モデルへの
落とし込み

クラス図、シーケンス図、ｅｔｃ
＜設計モデル＞

アーキテクチャ検討

ソース生成

アーキテクチャ
モデル

ＢＵＩＬＤベースライン
テスト稼動

入出力
画面結果

テスト結果検証

画面絵コンテ作成

画面
絵コンテ

ユーザレビュー

テストデータ

業務改革
骨子のまとめ

業務改革骨子

業務基本設計

業務設計書

アクティビティ図

開発工数算定

方向付けフェーズ資料レビュー

ユースケース図
基本フロー

開発構想書

アクティビティ図

推敲フェーズ
スケジュール

未解決
課題リスト

画面の細部に
こだわらない！

作成フェーズスケジュール作成

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図の改訂

反復
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推敲フェーズのマイルストン

• システム分析
＜ＰＫＧ適用の場合＞

– 分析ﾓﾃﾞﾙ； ＰＫＧﾓﾃﾞﾙへの変換ﾛｼﾞｯｸ＆ｱﾄﾞｵﾝ・ｴﾝﾃｨﾃｨ、ﾕｰｽｹｰｽ基本ﾌ

ﾛｰﾚﾍﾞﾙのｱﾄﾞｵﾝ・ﾌﾟﾛｾｽが固まる

– 画面設計；主要なｱﾄﾞｵﾝ画面・入出力ﾃﾞｰﾀ項目が固まる

– 実装； ＰＫＧ標準部分がテスト駆動する

＜スクラッチの場合＞

– 分析ﾓﾃﾞﾙ； 主要クラスを捉えた概念ﾓﾃﾞﾙ（ｸﾗｽ・ｼｰｹﾝｽ図）が固まる

– 画面設計；主要画面の主要入出力ﾃﾞｰﾀ項目が固まる（お化粧はなし）

– 実装；主要ユースケースのﾍﾞｰｽﾗｲﾝ・ｱｰｷﾃｸﾁｬが固まり、テスト駆動する

• 業務設計
– 業務・組織改革の“ゆるぎない骨子”が固まる

– 業務フロー概要がｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ図のﾚﾍﾞﾙで固まる（ｱｸﾀｰ/実組織の対応表も）

– 画面ﾓｯｸｱｯﾌﾟを通して業務のﾎﾞﾘｭｰﾑ、実現性を確認する

28

成果物と必要なスキル
• ユースケースユースケースユースケースユースケース定義書定義書定義書定義書

– ユーザ参画で終盤まで反復開発・テストするのに見合った粒度、
表現で書き上げるためのユーザ目線になり代われる能力

※ＳＩベンダーのユースケース粒度は全般的に細かすぎ

• クラスクラスクラスクラス図図図図（（（（概念概念概念概念モデルモデルモデルモデル））））
– クラス図の基本的な描き方の知識

– 常に１つ上の汎化概念がないかを探る抽象化能力

– 設計モデルと一線を画した分析モデルとしての割り切り

※分析モデルで会話できるＳＩベンダーは少ない

– 用語辞書への登録、共有ができる為の国語能力

• 画面設計書画面設計書画面設計書画面設計書
– レイアウトや操作性より入出力データに着目する割り切り

• 業務設計書業務設計書業務設計書業務設計書
– アクティビティ図のアクターに、具体的組織（ユーザ）を当てはめ
た場合のシナリオを描ける業務知識
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推敲フェーズ以降のＷＢＳ概要
� ”ﾘｽｸﾄﾞﾘﾌﾞﾝ“＆”テスト駆動“がポイント

他他他他シスシスシスシスＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ作成作成作成作成・・・・テストテストテストテスト
（（（（ﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀ、、、、ﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾄﾗﾝｻﾞ゙゙゙ｸｼｮﾝｸｼｮﾝｸｼｮﾝｸｼｮﾝ））））

テストデータテストデータテストデータテストデータ
準備準備準備準備ＶＶＶＶ１１１１

推推推推 敲敲敲敲 作作作作 成成成成 移移移移 行行行行 稼動稼動稼動稼動

▼▼▼▼ ▼▼▼▼ ▲▲▲▲

PKGPKGPKGPKGｱﾄｱﾄｱﾄｱﾄﾞ゙゙゙ｵﾝｵﾝｵﾝｵﾝ設計設計設計設計

運用運用運用運用テストテストテストテスト
反復反復反復反復＃＃＃＃１１１１

反
復
反
復
反
復
反
復
テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト
＃＃＃＃
３３３３

（（（（結
合
結
合
結
合
結
合
テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト

テ
ス
ト
））））

本本本本

稼稼稼稼

動動動動

反復反復反復反復
＃＃＃＃１１１１

反復反復反復反復
＃＃＃＃２２２２

反復反復反復反復
＃＃＃＃１１１１

要
件
確
認

要
件
確
認

要
件
確
認

要
件
確
認

▼▼▼▼

業務設計業務設計業務設計業務設計
（（（（業務標準業務標準業務標準業務標準のののの策定策定策定策定））））

▲▲▲▲マシンマシンマシンマシン設置設置設置設置

運用設計運用設計運用設計運用設計、、、、展開展開展開展開
ｽｹｼｽｹｼｽｹｼｽｹｼﾞ゙゙゙ｭｰﾙｭｰﾙｭｰﾙｭｰﾙ検討検討検討検討

他他他他システムシステムシステムシステムＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ設計設計設計設計

ユ
ー
ザ
ー

ユ
ー
ザ
ー

ユ
ー
ザ
ー

ユ
ー
ザ
ー
側側側側

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
側側側側
メ
ン
バ

メ
ン
バ

メ
ン
バ

メ
ン
バ

テストデータテストデータテストデータテストデータ
準備準備準備準備VVVV２２２２ テストデータテストデータテストデータテストデータ

準備準備準備準備VVVV３３３３

PKGPKGPKGPKGアドオンアドオンアドオンアドオン開発開発開発開発

反復反復反復反復
＃＃＃＃２２２２

運用運用運用運用テストテストテストテスト
反復反復反復反復＃＃＃＃２２２２

▼▼▼▼ ▼▼▼▼ﾚﾋﾚﾋﾚﾋﾚﾋﾞ゙゙゙ｭｰﾎｭｰﾎｭｰﾎｭｰﾎﾟ゚゚゚ｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄ →→→→

ﾄﾗﾝﾄﾗﾝﾄﾗﾝﾄﾗﾝＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ部本稼動部本稼動部本稼動部本稼動

共通共通共通共通ﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀﾏｽﾀＩ／ＦＩ／ＦＩ／ＦＩ／Ｆ本稼動本稼動本稼動本稼動

ﾏﾆｭｱﾙﾏﾆｭｱﾙﾏﾆｭｱﾙﾏﾆｭｱﾙ作成作成作成作成
利用者教育利用者教育利用者教育利用者教育

マスタデータマスタデータマスタデータマスタデータ
セットアップセットアップセットアップセットアップ マスタデータマスタデータマスタデータマスタデータ

最終整備最終整備最終整備最終整備

トランデータトランデータトランデータトランデータ
移行移行移行移行

本
体
本
体
本
体
本
体
チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

チ
ー
ム

I/Fﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑ

ＤＡＴＡＤＡＴＡＤＡＴＡＤＡＴＡ
作成作成作成作成ﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑﾁｰﾑ

業
務
改
革

業
務
改
革

業
務
改
革

業
務
改
革
まままま

と
め
と
め
と
め
と
め

このこのこのこの部分部分部分部分 ““““反復型開反復型開反復型開反復型開
発方法論発方法論発方法論発方法論””””ではではではでは殆殆殆殆どどどど
示示示示されていないがされていないがされていないがされていないが、、、、ビビビビ
ジネスジネスジネスジネス系大規模系大規模系大規模系大規模アプアプアプアプ
リリリリではではではでは全工数全工数全工数全工数のののの約半約半約半約半
分分分分をををを占占占占めるめるめるめる

成功成功成功成功ののののＫＥＹ！ＫＥＹ！ＫＥＹ！ＫＥＹ！

30

Ｃｈａｐ.３

プロジェクトマネージメント

・プロマネのミッションとは？

⇒初期に目指したシステムを、与えられたリソースで、
定められた納期までに完成させること！
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上流プロマネのポイント
①スケジュール管理

– ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ全体大日程、フェーズ毎日程の２レベルのＷＢＳを作成
• 常に１～２ヶ月先を見据えて現時点のリスク管理を実践

– 遅れが２週間を超えた時点で再ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞを実施
• 再ｽｹｼﾞｭｰﾙは科学的根拠に基づく次工程以降の短縮による

– 最終納期の遅れは社内、ベンダーともにＰＲＪコストの増大に直結
• 業務可能な部分をまず稼動し、２ｎｄステップへ繰り延べ

②システムの目的管理
– プロジェクト開始時点からゴール（稼動後）をイメージする

– 常に初期のｼｽﾃﾑ化の目的に立ち返る
• 目的との乖離を感じたとった時は素早く方向修正

– ＢＰＲを避けようとするユーザには遠慮せずに指摘

③リソース管理
– メンバーのモチベーション向上が最大の武器

• 与えられたメンバーの力を最大限に引き出す努力をする

– リソース（人、金）不足が予見される場合は早期手当てを

32

ＷＢＳ作成の６つのポイント

ＭＭ／ＭＭ／ＭＭ／ＭＭ／

１１１１ＷＷＷＷ ２２２２ＷＷＷＷ ３３３３ＷＷＷＷ ４４４４ＷＷＷＷ
日付

ﾌｪｰｽﾞﾚﾋﾞｭｰ▼会議体

ＸＸＸＸＡＡＡ作成

ＢＢＢ作成

ＣＣＣ作成

ＤＤＤ作成

ＥＥＥﾚ
ﾋﾞｭｰ

担当者名タスク名

Ｔｏｄａｙ

今日時点80%完了

④④④④人名人名人名人名をををを明記明記明記明記
（（（（リソースリソースリソースリソース確認確認確認確認））））

⑤⑤⑤⑤今日時点今日時点今日時点今日時点でのでのでのでの達成達成達成達成
率率率率（（（（%））））度合度合度合度合いでいでいでいで引引引引くくくく

①①①①成果物成果物成果物成果物のののの
作成作成作成作成ベースベースベースベース
ででででタスクタスクタスクタスク記述記述記述記述

⑥⑥⑥⑥遅遅遅遅れれれれ日数日数日数日数
としてとしてとしてとして認識認識認識認識

②②②②フェーズフェーズフェーズフェーズＥＮＤＥＮＤＥＮＤＥＮＤ
からからからから逆引逆引逆引逆引きするきするきするきする

③③③③タスクタスクタスクタスクをををを開始開始開始開始するするするする
前提前提前提前提ののののパスパスパスパスをををを記述記述記述記述
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33

ﾌﾌﾌﾌﾟ゚゚゚ﾛｼﾛｼﾛｼﾛｼﾞ゙゙゙ｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄｪｸﾄＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭ

反復型開発でのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ計画

ｻﾃﾗｲﾄｻﾃﾗｲﾄｻﾃﾗｲﾄｻﾃﾗｲﾄＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭＲＯＯＭ

情報情報情報情報システムシステムシステムシステム部部部部
代表代表代表代表メンバーメンバーメンバーメンバー

ユーザユーザユーザユーザ部門部門部門部門
代表代表代表代表メンバーメンバーメンバーメンバー

ＳＩＳＩＳＩＳＩベンダーベンダーベンダーベンダー
代表代表代表代表ＳＥＳＥＳＥＳＥメンバメンバメンバメンバ

ＳＩＳＩＳＩＳＩベンダーベンダーベンダーベンダー
ＰＧＰＧＰＧＰＧ担当者担当者担当者担当者

設計設計設計設計モデリングモデリングモデリングモデリング

ＰＧＰＧＰＧＰＧコーディングコーディングコーディングコーディング

テストテストテストテスト稼動稼動稼動稼動

業務分析業務分析業務分析業務分析・・・・設計設計設計設計

ＶＰＮＶＰＮＶＰＮＶＰＮ

開発開発開発開発
ｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊｻｰﾊﾞ゙゙゙

ＰＣＰＣＰＣＰＣ

ユーザレビューユーザレビューユーザレビューユーザレビュー

分析分析分析分析モデリングモデリングモデリングモデリング テストテストテストテスト検証検証検証検証

現場現場現場現場コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

ＳＩＳＩＳＩＳＩベンダーベンダーベンダーベンダー
代表代表代表代表ＳＥＳＥＳＥＳＥメンバメンバメンバメンバ

ネットネットネットネット・・・・コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション

反復反復反復反復

34

Ｃｈａｐ.４

社内ＳＥの教育

・社内ＳＥの持つべきスキルは？

⇒課題解決に際しての論理的アプローチ能力！
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社内ＳＥの競争優位性とは

• エンドユーザー ⇒ ビジネス（業務）の専門家

• ＩＴベンダー ⇒ 情報化技術（ＩＴ）の専門家

• 社内情報ｼｽﾃﾑ部門 ⇒ 何の専門家？

– エンドユーザほどビジネスそのものの経験がない

– ＩＴベンダーの物理的領域は膨大でカバーできない

→業務要件を単にベンダーに伝えるメッセンジャー？

⇒社内業務を”抽象化” し、“システムに落とす”専門化！
– ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞの具体的知識を論理的にまとめることができる

– ＩＴﾍﾞﾝﾀﾞｰより広範囲に深く社内業務を理解している

※どのように抽象化（可視化）するかが課題！

※抽象化の記述がチームで共有できることが条件！

36

社内ＳＥ教育の２つの柱

１１１１．．．．モデリングモデリングモデリングモデリング
• 抽象化の記述に用いるにはモデルによる図表現が最適
– 言語のみによる記述は解釈の相違が生じやすい

• 社内ＳＥに最も必要な技術として位置づける
– 利用ツールはグローバルで標準化されているＵＭＬ
– ＳＩベンダーとの役割分担を意識した“分析モデル”を重視
（分析モデルを通じてＳＩベンダーとコラボレーション）

２２２２．．．．プロジェクトマネージメントプロジェクトマネージメントプロジェクトマネージメントプロジェクトマネージメント
• 上級社内ＳＥには＋プロマネ教育が必須

– 自社の業務システムを熟知している自社プロマネがベスト
– マルチベンダーをプロマネするには自社プロマネが必須

⇒ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ、ﾌﾟﾛﾏﾈともにオフＪＴによる基礎教育＋ＯＪＴによ
る実践教育（思い切った若手の投入）が必要
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知識よりアプローチ能力

• ＩＴ知識よりも普遍性のあるモデリング技術が長持ち
– 進化の早いＩＴに追従するのはもはや不可能

• ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ技術は他の分野にも応用可能
– 例）組織設計、業務設計、問題解決、事業戦略など

• プロマネ技術も業種を問わず普遍的な技術
– 問題対応能力、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ能力、人材管理能力の養成など

• すなわち豊富な知識もあればあったでよいが、むしろ、モ
デリングやプロマネ等のアプローチ技術の方が応用範囲
が広く社内ＳＥにマッチする
– 社内ＳＥは異なったシステムを１つの顧客へサービス

– ﾍﾞﾝﾀﾞＳＥは同一の専門ノウハウを多くの顧客へサービス

38

～ＥＮＤ～

本日はご静聴どうもありがとうございました。


